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印
象
派　
モ
ネ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

ウ
ス
タ
ー
美
術
館
所
蔵

　
日
本
初
公
開
多
数
、
ウ
ス
タ
ー

美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
モ
ネ
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
、
カ
サ
ッ
ト
、
名
だ

た
る
画
家
た
ち
の
作
品
が
集
結
。

本
展
で
は
西
洋
美
術
の
伝
統
を
覆

し
た
印
象
派
の
革
新
性
と
そ
の
広

が
り
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
各
地

で
展
開
し
た
印
象
派
の
諸
相
に
注

目
し
ま
す
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

10
月
12
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
６
７
０
円

�

大
高
生　
１
３
０
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
当
日
料
金
の
半
額

日
中
平
和
友
好
条
約
45
周
年
記
念　

世
界
遺
産　
大
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展

　
世
界
遺
産
認
定
後
、
中
国
国
外

で
初
め
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
展
覧
会
。
中
国
国

内
27
か
所
の
博
物
館
、
研
究
所
か

ら
金
銀
宝
飾
品
、
青
銅
器
、
ガ
ラ

ス
、
陶
磁
器
、
壁
画
、
絵
画
、
染

織
、
経
典
、
仏
像
な
ど
一
級
文
物

44
点
を
含
む
約
２
０
０
点
を
展
示
。

京
都
文
化
博
物
館

11
月
23
日（
土
祝
）～
２
月
２
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
２
６
０
円

�

大
高
生　
７
２
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料

音
楽

ヨ
ー
ナ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー　
２
０
２
４

　
秀
逸
な
ま
で
に
叙
情
性
溢
れ
る

バ
ッ
ハ
楽
曲
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ

や
選
り
す
ぐ
っ
た
美
し
い
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
曲
等
で
綴
る
プ
レ
ミ
ア
ム

な
ス
テ
ー
ジ
。

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

12
月
７
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
２
５
２
０
円

�

高
校
生
以
下　
　
９
０
０
円

�
全
席
指
定

今
を
輝
け
！　

城
陽
第
九
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

管
弦
楽　
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団

指　
揮　
藤
岡
幸
夫

ソ
リ
ス
ト　
ソ
プ
ラ
ノ　
森
田
裕
子

�

ア
ル
ト　
　
太
島
優
希

�

テ
ノ
ー
ル　
中
島
康
博

�

バ
リ
ト
ン　
田
中
由
也

合　
唱　
城
陽
第
九
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
合
唱
団
、
城
陽
市

少
年
少
女
合
唱
団

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

12
月
15
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
２
９
７
０
円

学
生
（
25
歳
以
下
）
１
８
０
０
円

�

全
席
指
定

※
別
扱
で
文
化
庁
の
子
供
鑑
賞
体
験
支

援
事
業
で
18
歳
以
下
無
料
招
待
、
同

伴
保
護
者
１
名
１
６
５
０
円
で
鑑
賞

可
。
申
込
は
文
化
パ
ル
ク
城
陽
（
０ 

７
７
４

－

５
５

－

１
０
１
０
）
へ
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

ま
ほ
う
の
夜
の
音
楽
会
２
０
２
４

Ｏ
ｕ
ｒ 

Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ　
～
未
来
へ

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
リ
ト

ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
』
を
フ
ィ
ー
チ

ャ
ー
！
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
で
贈
る
大
人

の
た
め
の
音
楽
会
で
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

12
月
21
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
９
０
０
０
円

�

全
席
指
定

京
都
市
交
響
楽
団　
特
別
演
奏
会

第
九
コ
ン
サ
ー
ト

指
揮　
ガ
エ
タ
ノ
・
デ
ス
ピ
ノ
ー
サ

ソ
リ
ス
ト　
ソ
プ
ラ
ノ　
隠
岐
彩
夏

�

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー　
藤
木
大
地

�

テ
ノ
ー
ル　
城　
宏
憲

�

バ
リ
ト
ン　
大
西
宇
宙

合　
唱　
京
響
コ
ー
ラ
ス

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

12
月
28
日
（
土
）
14
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
４
９
５
０
円

�

全
席
指
定

舞
踏

神
韻
２
０
２
５
日
本
公
演

　
中
国
古
典
舞
踊
の
最
高
峰
・
神

韻
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
来
日
。

中
国
伝
統
文
化
の
旅
へ
あ
な
た
を

誘
い
ま
す
。
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技
、

息
を
の
む
美
し
さ
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

①
１
月
４
日
（
土
）
13
時
開
演

②
１
月
５
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ａ
席�

１
１
９
０
０
円

�

全
席
指
定

文
楽

国
立
文
楽
劇
場
11
月
文
楽
公
演

　
11
月
文
楽
公
演
で
は
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
を
上
演
し
ま
す
。
字
幕
付

き
で
、
初
め
て
文
楽
を
ご
覧
に
な

る
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

国
立
文
楽
劇
場

11
月
23
日
（
土
祝
）

展
覧
会
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①
第
一
部
11
時
開
演

演
目　
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」大
序

　
　
　
二
段
目　
三
段
目　
四
段
目

②
第
二
部
16
時
開
演

演
目　
「
靱
猿
」

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
五

段
目
、
六
段
目
、
七
段
目

取
扱
料
金　
一
等
席�

６
４
０
０
円

�

全
席
指
定

歌
舞
伎

當
る
巳
歳　
吉
例
顔
見
世
興
行

東
西
合
同
大
歌
舞
伎

昼
の
部　
蝶
々
夫
人
、
三
人
吉
三

巴
白
浪
、
大
津
絵
道
成

寺
、ぢ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん

夜
の
部　
元
禄
忠
臣
蔵
、
色
彩
間

苅
豆
、
曽
我
綉
俠
御
所

染
、
越
後
獅
子

京
都
四
條
南
座

①
12
月
14
日（
土
）　
昼
の
部

②
12
月
22
日（
日
）　
10
時
30
分
開
演

③
12
月
15
日（
日
）　
夜
の
部

④
12
月
21
日（
土
）　
16
時
開
演

取
扱
料
金　
二
等
席
Ｂ
１
０
０
０
０
円

※
二
等
席
Ｂ
は
三
階
席
で
す
。

�

全
席
指
定

落
語

春
風
亭
一
之
輔　
独
演
会

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

12
月
22
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
４
２
０
円

�

全
席
指
定

※
文
化
庁
の
子
供
鑑
賞
体
験
支
援
事
業

で
18
歳
以
下
無
料
招
待
、
同
伴
保
護

者
１
名
１
9
０
０
円
で
鑑
賞
可
。
申

込
は
文
化
パ
ル
ク
城
陽
（
０
７
７
４

－

５
５

－

１
０
１
０
）
へ
。

桂
米
團
治　
独
演
会

府
立
文
化
芸
術
会
館

１
月
26
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
4
０
０
円

�

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金
し
ま
す
。

向井　博子
（山田荘小学校）

絵画

　いつも校内に花を素敵に
飾ってくださる先生がおら
れて、ハロウィンの時期に
飾ってくださったこの真っ
白なカボチャに、一目で心
を奪われました！描きたい
気持ちが一気に沸き上が
り、わくわく楽しく描くこ
とができました。

　
『
バ
ー
フ
バ
リ
』
シ
リ
ー
ズ
や

『
Ｒ
Ｒ
Ｒ
』
な
ど
、
す
で
に
日
本

で
も
絶
対
的
な
地
位
を
確
立
し
た

イ
ン
ド
映
画
か
ら
爽
や
か
な
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
ド
ラ
マ
『
花
嫁
は
ど
こ

へ
？
』
が
公
開
。
同
じ
赤
い
ベ
ー

ル
を
ま
と
っ
た
花
嫁
ふ
た
り
が
、

同
じ
満
員
電
車
の
な
か
で
取
り
違

え
ら
れ
て
し
ま
う
…
。
お
見
合
い

結
婚
と
い
う
家
父
長
制
へ
の
批
判

を
含
ま
せ
つ
つ
、
幸
せ
の
意
味
を

問
い
か
け
る
感
動
の
一
作
だ
。

　
１
９
９
７
年
の
連
続
ド
ラ
マ
開

始
以
来
、
警
察
内
部
の
人
間
模
様

を
細
か
に
描
い
て
熱
狂
的
な
フ
ァ

ン
を
生
み
、
社
会
現
象
を
巻
き
起

こ
し
た
「
踊
る
大
捜
査
線
」
シ
リ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ー
ズ
か
ら
、
再
始
動
二
部
作
の
う

ち
の
第
一
部
『
室
井
慎
次　
敗
れ

ざ
る
者
』
が
公
開
。
シ
リ
ー
ズ
開

始
か
ら
27
年
、
波
乱
の
警
察
人
生

を
歩
ん
だ
室
井
慎
次
の
“
今
”
が

明
か
さ
れ
る
待
望
の
続
編
！

　
京
都
シ
ネ
マ
で
は
特
集
【
映
画

作
家
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
】
を
開

催
。
名
匠
た
ち
と
数
々
の
名
作
に

携
わ
っ
て
き
た
女
優
ジ
ャ
ン
ヌ
・

モ
ロ
ー
が
監
督
し
た
３
作
品
を
上

映
す
る
。
そ
の
う
ち
の
１
本
で
あ

る
『
リ
リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
の
肖

像
』
は
、「
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
が

生
ま
れ
た
瞬
間
」
と
い
う
伝
説
を

持
つ
偉
大
な
女
優
の
ひ
と
り
、
リ

リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
に
カ
メ
ラ
を

向
け
る
。
生
い
立
ち
か
ら
“
映
画

の
父
”
Ｄ
・
Ｗ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
と

の
出
会
い
、『
國
民
の
創
生
』
か

ら
『
嵐
の
孤
児
』
に
至
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
裏
話
…
。
ひ
と
り

の
女
優
が
歩
ん
だ
歴
史
と
好
奇
心

に
満
ち
た
そ
の
人
生
に
胸
が
熱
く

な
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
。

　
『
花
嫁
は
ど
こ
へ
？
』
は
４
日

か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
に
て
、『
室

井
慎
次　
敗
れ
ざ
る
者
』
は
11
日

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ

京
都
、イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・

久
御
山
・
高
の
原
、
福
知
山
シ
ネ

マ
、
舞
鶴
八
千
代
館
に
て
、『
リ

リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
の
肖
像
』
は

25
日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開

予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『リリアン・ギッシュの肖像』
LILLIAN GISH ©1983 FONDS JEANNE MOREAU POUR LE 

THÉÂTRE, LE CINÉMA ET L’ENFANCE. TOUS DROITS RÉSERVÉS

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

�

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル　

�

一
般　
２
０
０
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）１
２
８
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

�

一
般　
２
４
０
０
円

◆
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
比
叡

�

一
般　
１
０
０
０
円

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ
ス
・

　
関
西
２
０
２
４�

９
６
０
円

　
※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
参
照

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

｝｝
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あ
の
人
の
歌
声
を
心
待
ち
に

　
最
近
、
車
に
乗
っ
て
い
る
時
に

ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
と
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
み
ん
な
の
う
た
」
が
始
ま

り
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
が
聴
こ

え
て
き
ま
し
た
。
歌
は
「
に
ゃ
ん

こ
の
哲
学
」。
歌
っ
て
い
る
の
は

「
黒
猫
同
盟
」
と
の
こ
と
。
こ
の

声
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
と
思
い
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
調
べ
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ

り「
な
ん
て
っ
た
っ
て
ア
イ
ド
ル
」

の
あ
の
方
で
し
た
。
歌
も
と
て
も

お
も
し
ろ
く
、
こ
の
曲
が
か
か
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
ク
ル
マ
に
乗

っ
て
い
ま
す
。

�

右
京
支
部　
片
野　
義
一

　
最
新
の
音
響
技
術
で
楽
し
む

　
３
面
マ
ル
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
映
画
上
映
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
ｃ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
Ⅹ
」
と
「
ド
ル
ビ
ー
ア
ト

モ
ス
」
と
い
う
最
新
の
音
響
技
術

を
組
み
合
わ
せ
た
設
備
が
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
京
都
の
映
画
館
に
導
入

さ
れ
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。
耳
が

痛
く
な
ら
ず
、
体
ご
と
響
く
よ
う

な
体
感
で
し
た
。
み
な
さ
ま
も
一

度
体
験
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

�

南
支
部　
古
川　
晋
治

　
古
希
を
迎
え
て

　
古
希
と
い
う
言
葉
を
ど
ん
な
風

に
捉
え
れ
ば
良
い
の
か
？　
友
人

に
、「
重
要
な
節
目
で
あ
り
、
終

活
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
身
の
回

り
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
準
備
し

て
、
娘
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
古
希
の
誕
生
日
を
、

娘
た
ち
に
よ
る
飾
り
つ
け
、
娘
や

娘
婿
に
よ
る
美
味
し
い
ご
馳
走
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
大
好
き
な
向

日
葵
の
お
花
に
囲
ま
れ
、
お
祝
い

し
て
も
ら
い
大
満
足
で
し
た
。

�

伏
見
支
部　
光
山　
清
美

　
毎
日
が
日
曜
日
を
満
喫

　
４
年
前
、
小
学
校
校
長
を
定
年

退
職
し
、
今
春
４
月
で
指
導
主
事

の
任
も
終
え
て
、
家
事
の
お
手
伝

い
と
孫
の
お
守
り
な
ど
、
現
役
時

代
と
は
一
味
違
う
毎
日
、
サ
ン
デ

ー
毎
日
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
の
勉
強
と
船
舶
免

許
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

�

宇
治
西
支
部　
櫛
橋　
卓
仁

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
な
っ
て
10
年
余
り
が
過
ぎ
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
前
ま
で
は
草
刈

り
な
ど
の
結
構
厳
し
い
作
業
に
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
寄
る
年

波
に
は
勝
て
ず
、
現
在
で
は
月
一

回
、
市
の
広
報
誌
を
自
治
会
長
さ

ん
宅
に
届
け
た
り
、
筆
耕
作
業
で

卒
業
証
書
に
氏
名
を
書
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
が
よ

り
深
ま
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が

ら
励
ん
で
い
ま
す
。

�

船
井
支
部　
中
川　
文
和

　
空
調
作
業
服
で
快
適
に
作
業

　
毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
暑

い
か
ら
と
言
っ
て
葡
萄
園
や
ハ
ウ

ス
の
万
願
寺
甘
と
う
の
水
や
り
収

穫
等
、
放
っ
て
お
け
な
い
の
で
、

空
調
作
業
服
（
フ
ァ
ン
付
作
業
着
）

を
着
て
「
肥
満
体
か
い
な
」
と
思

う
よ
う
な
格
好
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

�

福
知
山
支
部　
月
見　
豊
子

き
、
あ
な
た
と
妹
さ
ん
が
納
得
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
の
引
き
出
さ
れ

た
金
額
を
遺
産
に
戻
し
て
も
ら
う

よ
う
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
２
０
１
９
年
７
月
施
行
の
改
正

民
法
に
は
、
相
続
開
始
後
、
遺
産

分
割
前
に
処
分
さ
れ
た
遺
産
が
あ

る
場
合
に
は
、
共
同
相
続
人
全
員

（
処
分
者
は
除
く
）
の
合
意
が
あ

れ
ば
、
処
分
さ
れ
た
遺
産
を
存
在

す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
９
０
６
条
の
２
）。

　
兄
が
使
途
を
説
明
し
な
か
っ
た

り
、
戻
す
こ
と
を
拒
ん
だ
場
合
に

は
、
家
庭
裁
判
所
に
遺
産
分
割
調

停
を
申
し
立
て
、
家
裁
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
調
停
で
も

協
議
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
家
裁
は
、
前
記
の
民
法
９

０
６
条
の
２
も
前
提
と
し
て
、
遺

産
分
割
の
審
判
を
下
し
ま
す
。

�

弁
護
士　
村
松　
い
づ
み

�

（
京
都
法
律
事
務
所
）

遺
産
分
割
前
の
遺
産
の

使
い
込
み

　
父
が
今
年
２
月
に
亡
く

な
り
、
相
続
人
は
兄
と
私

と
妹
の
３
人
で
す
。
父
と
同
居
し

て
い
た
兄
が
父
名
義
の
通
帳
等
遺

産
を
保
管
し
て
お
り
、
遺
産
分
割

協
議
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

先
日
、
銀
行
預
金
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
兄
が
父
の
死
後
、
勝
手
に
父

の
預
金
の
一
部
を
引
き
出
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
私
も
妹
も
憤

慨
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

　
遺
産
分
割
前
に
遺
産
に

属
す
る
財
産
を
共
同
相
続

人
の
一
人
が
処
分
す
る
と
い
う
こ

と
は
往
々
に
し
て
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
相
続
人
の
間
で
遺
産
分
割

の
話
合
い
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
兄

が
引
き
出
し
た
預
金
の
使
途
を
聞

A Q
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二
重
枠
の
7
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
一
昔
前
の
秋
の
風
物
詩

●
タ
テ
の
カ
ギ

1　
「
馬
大
頭
」
と
書
く
日
本
最

大
の
ト
ン
ボ

2　
布
や
革
な
ど
を
縫
い
合
わ
せ

る
機
械

3　
宮
沢
賢
治
が
最
愛
の
妹
・
ト

シ
の
死
を
詠
っ
た
詩
「
―
―
の

朝
」

4　

黒
板
に
書
く
た
め
の
道
具
、

白
墨
の
こ
と

5　
恵
み
の
雨

7　
ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
も
い
う
花
の

名
9　

野
球
で
使
う
革
製
の
手
袋
。

グ
ラ
ブ
と
も

10　
ラ
テ
ン
語
で
「
水
」

13　

正
式
名
を
「
東
山
慈
照
寺
」

と
い
う
京
都
に
あ
る
お
寺

15　
大
相
撲
で
、
幕
内
の
取
組
開

始
ま
で
の
休
憩
時
間

17　
塩
漬
け
の
鰯
な
ど
の
目
に
串

を
さ
し
、
束
ね
て
干
し
た
保
存

食
19　

物
事
の
大
も
と
。
―
―
給
、

―
―
的
人
権

21　
と
ろ
火
→
弱
火
→
中
火
→
？

22　
「
流
れ
に
―
―
さ
す
」
と
は

物
事
が
思
い
ど
お
り
に
進
む
こ

と
24　
い
草
の
茎
で
編
ん
だ
薄
い
敷

物
。
寝
―
―
、
花
―
―

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　
別
名
を
粟
花
と
も
い
う
秋
の

七
草
の
ひ
と
つ

4　
各
都
道
府
県
の
長

6　
南
を
向
い
た
時
、
右
側
に
な

る
方
角

7　
俳
優
の
勝
地
・
吉
沢
・
成
田

と
い
え
ば
下
の
名
前
は
？

8　
日
常
的
に
家
族
の
世
話
や
介

護
な
ど
を
行
う
若
者
の
こ
と

11　

施
錠
。
ド
ア
を
内
側
か
ら

―
―
す
る

12　
手
応
え
が
な
い
こ
と
。
糠
に

―
―

14　

礼
儀
作
法
。
―
―
モ
ー
ド
、

テ
ー
ブ
ル
―
―

16　
燕
が
低
く
飛
ぶ
と
こ
の
天
気

に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
も

18　
成
田
屋
、
音
羽
屋
と
い
え
ば

こ
の
伝
統
芸
能
は
？

20　
生
活
に
必
要
な
細
々
と
し
た

日
用
品
。
―
―
店

22　
カ
バ
と
並
ん
で
、
ゾ
ウ
に
次

ぐ
大
き
さ
の
陸
上
動
物

23　
周
囲
に
紛
れ
て
目
立
た
な
く

な
る
、
動
物
の
体
の
色
や
模
様

25　
そ
の
形
か
ら
和
名
を「
鼓
星
」

と
い
う
冬
の
星
座

26　

美
し
く
飾
り
立
て
た
言
葉
。

―
―
麗
句

▼
学
校
で
「
影
」
と
は
「
光
」
の

こ
と
と
習
っ
て
か
ら
、
意
味
が
す

っ
き
り
解
り
大
好
き
に
な
っ
た
。

第
二
句
を
「
た
だ
よ
ふ
雲
の
」、
第

五
句
を
「
影
ぞ
さ
や
け
き
」
と
し

て
い
た
も
の
を
、
作
者
顕
輔
が
還

暦
ま
で
に
整
え
た
と
い
う
。
風
の

流
れ
る
線
が
現
れ
、
月
光
が
さ
や

か
だ
と
い
う
語
り
が
、
さ
や
け
さ

を
や
さ
し
く
置
く
も
の
に
変
わ
る

▼
無
造
作
に
読
み
流
し
た
よ
う
で

あ
り
な
が
ら
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

技
が
声
調
に
も
存
分
に
う
か
が
え

る
の
だ
が
、
百
人
一
首
に
は
こ
の

歌
の
よ
う
な
、
い
か
に
も
定
家
が

秀
歌
百
傑
と
し
て
選
ん
だ
と
思
え

る
歌
ば
か
り
で
は
な
い
▼
な
ぜ
こ

れ
ら
の
百
首
が
選
ば
れ
た
の
か
。

経
済
学
者
の
林
直
道
氏
は
、
百
首

を
十
段
十
行
に
並
べ
定
家
渾
身
の

傑
作
を
復
元
す
る
と
い
う
完
璧
な

解
答
を
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

こ
の
歌
は
情
念
と
景
色
の
歌
群
を

分
け
る
第
七
行
の
月
十
首
と
第
一

段
の
風
十
首
が
交
差
す
る
重
要
な

位
置
に
あ
る
▼
対
抗
す
る
六
条
家

の
顕
輔
の
こ
の
歌
を
、
定
家
は
高

く
評
価
し
て
い
た
と
い
う
。�（
南
）

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切10月末日必着
（正解・呈賞者は12月号発表）

＊支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互
助組合まで。ハガキ、FAX、ホームページ等
で応募してください。
＊お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあり
ます。掲載不可の場合はその旨をお書き添え
ください。

応募はこちらから

Googleフォーム
からの申込です。
返信メールは届き
ません。

クロスワードクイズ
7月号の答え：眩しい日差し（マブシイヒザシ）
※ヒザシマブシイも可�（応募者494名中、 正解者491名）

☆7月号の解答図

▼7月号当選者（敬称略）
坪内　昌子（北支部）
谷　　繁雄（中京支部）
下重　文子（右京支部）
中西　信充（右京支部）
大野　泰永（西京支部）
野畑　光代（西京支部）
三木　直子（左京北支部）
四方　覚子（南支部）
山本　眞弓（乙訓支部）
青山　正芳（乙訓支部）
山村　哲生（宇治東支部）
和気　悦子（宇治西支部）
仲野　綾子（城久支部）
坂根　栄二（山城北支部）
加藤美智也（山城南支部）
谷口由美子（亀岡支部）
岩本　敏代（船井支部）
安田　裕美（綾部支部）

岡本みさき（福知山支部）
村上富美江（福知山支部）
三村由佳里（舞鶴支部）
瀬堂　直美（宮与支部）
平野　有子（京丹後支部）
大橋　　巧（他府県滋賀）
久保田絹江（他府県大阪）

1

6 7

3 4 5

8 9 10

1211 13

14 16

19 20 21

1715

18

23 2422

25 26

2 オ エ シ ジ
ウ

チ
ヨリ

ラア

ミ

ア

ニ シ
ヤ
ン

グ ー
クツロ ク ギ

ナマ

サ イ
オ リ オ ザン

ホ ゴ ク
ジビ

ヨ

ン
カ

シ

メ
ザ ツ

ー

イ
ケ

カ

ナ

ン

ブ キ

キクニンギョウ（菊人形）

※9月号に記載の「5月号の解答図」は「6月号」の誤りでした。

秋
風
に
た
な
び
く
雲
の

絶
え
間
よ
り
洩
れ
出
づ

る
月
の
影
の
さ
や
け
さ
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